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千
歳
市
は
、
北
海
道
内
で
人
口
が
増
え
て
い
る
数

少
な
い
ま
ち
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
口
増
と
産
業
の
集
積
に
よ
る
水
需

要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
拡
張
や

水
源
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
節
水
型
機

器
の
普
及
な
ど
か
ら
水
需
要
が
低
迷
し
て
お
り
、
水

道
料
金
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
安
全
で
お
い

し
い
水
」
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
施
設
の

耐
震
化
を
始
め
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
・
水
道

管
の
更
新
、
受
水
に
よ
る
水
源
の
安
定
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
水
道
料
金
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

今
月
の
特
集
は
、
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

に
な
っ
た
理
由
、
そ
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

水
道
事
業
の
成
り
立
ち

◇
61
年
目
を
迎
え
た
水
道
事
業
◇

　

市
の
水
道
事
業
は
、
千
歳
川
の
伏
流
水
を
水
源
と
し
て
春

日
町
に
浄
水
場
を
新
設
し
、
昭
和
30
年
に
給
水
を
開
始
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
各
家
庭
は
井
戸
水
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、

井
戸
水
は
伝
染
病
の
発
生
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
日
も
早
い
水
道
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
以
降
は
、
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
増
加

し
、
浄
水
能
力
が
限
界
に
近
づ
い
た
た
め
、
昭
和
42
年
に
内

別
川
を
主
水
源
と
す
る
蘭
越
浄
水
場
か
ら
給
水
を
開
始
し
て

い
ま
す
。春日浄水場

水
道
事
業
経
営
の
現
状
と
今
後

◇
崩
れ
る
収
支
バ
ラ
ン
ス
◇

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
大
規
模
災
害
な
ど
に
対
す
る
危
機

管
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
な
ど
、
事
業
活
動
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

状
況
は
、
市
の
水
道
事
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
人
口
は
、
現
在
も
増
加
が
続
い
て
お
り
、
企
業
の
新

規
進
出
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
単
身
世
帯
増
加

な
ど
、
世
帯
構
造
の
変
化
や
節
水
型
機
器
の
普
及
、
長
期
に

わ
た
る
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
と
と
も
に
料
金
収

入
も
緩
や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
15
年
前
と

比
較
し
た
年
間
の
料
金
収
入
は
、約
１
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
水
道
事
業
は
、
経
費
の
削

減
な
ど
経
営
の
効
率
化
に
努
め
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
水
源
の

受
水
開
始
に
伴
う
費
用
負
担
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
赤
字
経

営
が
継
続
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
の
水
道
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳

し
い
経
営
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

り
入
れ
る
「
取
水
」
か
ら
家
庭
や
工
場
な
ど
に
届
け
る
「
給

水
」
ま
で
の
費
用
、
水
道
メ
ー
タ
ー
や
検
針
、
料
金
収
納
に

要
す
る
費
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
経
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
、
施
設
を
整
備
す
る
と
き
に
借
り
た
資
金
の
返
済

や
利
息
の
支
払
い
、
施
設
の
耐
用
年
数
に
応
じ
て
分
割
し
て

費
用
に
計
上
す
る
「
減
価
償
却
費
」
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
道
料
金
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費

が
賄
え
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

◇
伸
び
悩
む
料
金
収
入
◇

　

水
道
料
金
収
入
は
、
平
成
11
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
緩

や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
以

降
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
次
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
料
金
収
入
が

大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

  

① 

少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
的
要
因

　
　

現
在
、
人
口
は
増
加
を
続
け
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化

　
　

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
将
来
は
頭
打
ち
の
状
態
に
な
る

　
　

こ
と
が
予
測
さ
れ
る

  

② 

節
水
型
機
器
の
普
及
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

　
　

節
水
意
識
の
高
ま
り
、
節
水
型
ト
イ
レ

　
　

や
洗
濯
機
な
ど
の
普
及
、
風
呂
離
れ
、

　
　

外
食
の
増
加
な
ど
生
活
習
慣
の
変
化

  

③ 

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
企
業
の
環
境
活
動

　
　

景
気
の
不
安
定
、
企
業
の
経
費
節
減
・
節
水
の
取
り
組
み

費用 ( 支出 )

0

5 億

10億

15億

20億

25億

㍻25 ㍻26 ㍻27㍻28㍻29㍻30 ㍻31㍻32

収益 ( 収入 )

（年度）

（円） 水道事業の収支状況 ( 税抜 )

※平成 26 年度までは決算額、以降は見込額。

0

13.5 億

14.0 億

14.5 億

15.5 億

15.0 億

16.0 億

平成 11年度 平成 26年度

15億 5千万円

14億 5千万円

（円）

平
成
11
年
度
の

料
金
収
入 平

成
26
年
度
の

料
金
収
入

水道料金収入 ( 税抜 )

赤字経営が継続

　

支
笏
湖
地
区
は
、
水
道
が
布
設
さ
れ
る
ま
で
紋
別
岳
の
中
腹

を
源
と
す
る
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ
川
の
表
流
水
を
飲
料
水
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
保
健
衛
生
上
の
見
地
か
ら
、
水
道
の
整

備
が
求
め
ら
れ
、
昭
和
29
年
に
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ
川
の
伏
流
水
を

水
源
と
す
る
簡
易
水
道
に
よ
り
給
水
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

◇
ま
ち
の
発
展
と
水
道
◇

　

昭
和
33
年
７
月
１
日
、
道
内
17
位
の
人
口
で
千
歳
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

市
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
や
新
た
な
宅
地
造
成
な
ど
に
よ

り
人
口
は
順
調
に
増
加
し
、
水
道
に
つ
い
て
も
増
え
続
け
る
水

需
要
に
対
応
す
る
た
め
施
設
の
拡
張
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
水
道
の
供
給
は
、
ひ
っ
迫
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
加
え
て
、
北
海
道
や
市
に
よ
る
大
型
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
、
業
務
用
や
工
場
用
な
ど
で
水

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
水
源
の
確

保
が
差
し
迫
っ
た
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

◇
新
た
な
水
源
の
確
保
◇

　

市
は
、
水
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め
、
平
成
５
年
に
千
歳

市
、
江
別
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島
市
、
由
仁
町
、
長
幌
上
水

道
企
業
団
を
対
象
に
良
質
で
安
定
的
な
水
量
を
誇
る
千
歳
川

上
流
の
水
を
水
道
水
と
し
て
供
給
す
る
「
石
狩
東
部
広
域
水

道
企
業
団
」
の
広
域
水
道
事
業
の
拡
張
事
業
に
参
画
し
、
新

た
な
水
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
27
年
３
月
に
工
事
が
完
了
し
、
同
年

４
月
か
ら
受
水
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
は
、
自
己
水
源

で
あ
る
内
別
川
な
ど
の
他
、
水
道
企
業
団
が
持
つ
複
数
系
統

の
水
源
（
漁
川
・
千
歳
川
）
を
確
保
で
き
、
リ
ス
ク
分
散
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
配
水
可
能
量
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
企
業
が
事
業

拡
大
や
新
規
進
出
を
検
討
す
る
際
の
重
要
な
要
素
と
な
る

「
豊
富
で
良
質
な
水
量
の
確
保
」
が
可
能
と
な
り
、
市
の
企

業
誘
致
活
動
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
や
突
発
的
な
事
故
な
ど
に
備
え
て
、

耐
震
性
に
優
れ
た
拡
張
事
業
の
臨
空
工
業
団
地
配
水
池
を
地
域

防
災
計
画
の
緊
急
時
の
飲
料
水
貯
留
施
設
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
、
今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
多
様
な
危
機
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

創業時の春日浄水場
ポンプ室

◇
老
朽
化
が
進
む
水
道
施
設
◇

　

水
道
施
設
は
、
24
時
間
３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く
稼
働
し

て
お
り
、
安
定
し
て
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
定
期

的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
は
、
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
中
で
も
昭
和
39
年
か
ら
造
成
を
開
始
し
た
工
業

団
地
に
は
次
々
と
企
業
が
進
出
し
た
こ
と
か
ら
、
増
加
す
る

水
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
配
水
管
の
布
設
や
浄
水
場
の
拡

張
な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
老
朽
化
対
策
を
し
な
け
れ
ば
、
漏
水
事

故
や
施
設
の
故
障
な
ど
に
よ
っ
て
断
水
が
起
こ
り
、
市
民
生
活

や
企
業
活
動
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
計
画
的
な
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
財
源

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
求
め
ら
れ
る
災
害
に
強
い
水
道
◇

　

近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
た
災
害
に
伴
う
水
道
の
断
水

は
、
被
災
者
の
避
難
生
活
や
医
療
活
動
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
水
道
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
災
害
時
で
も
給
水
を
維
持
で
き

る
施
設
・
管
路
の
耐
震
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
、
主
な
基
幹
施
設
の
耐
震

化
は
完
了
し
て
お
り
、
水
道
管
も
被
災
率
の
高
い
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
や
ね
ず
み
鋳
鉄
管
の
ほ
か
、
管
と
管
な
ど
を
つ
な
ぐ

接
着
継
ぎ
手
の
塩
化
ビ
ニ
ル
管
も
更
新
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
全
て
の
水
道
管
の
耐
震
化

を
目
指
し
て
、
老
朽
度
と
重
要
度
の
高
い
管
か
ら
優
先
的
に

更
新
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
膨
大
な
事
業
費
と
長
い
期
間
を

要
す
る
た
め
、
耐
震
化
の
進
捗
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
震
災
の
発
生
時
に
は
、
応
急
給
水
所
の

設
置
に
よ
り
給
水
が
可
能
に
な
る
よ
う
、
災
害
時
応
急
給
水

管
路
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◇
水
道
事
業
を
支
え
る
水
道
料
金
◇

　

水
道
事
業
は
、
市
が
公
営
企
業
と
し
て
経
営
し
て
お
り
、

必
要
と
な
る
経
費
の
大
部
分
は
、
水
道
を
利
用
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
「
水
道
料
金
」
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
の
供
給
に
は
、
水
源
と
な
る
河
川
な
ど
の
水
を
取

特集

ちとせの水道
～安全でおいしい水を

いつまでも
　お届けするために～
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容
内
討
検
の
）
げ
上
き
引
（
定
改
金
料
道
水

）
案
（
率
定
改
均
平
び
よ
お
日
施
実
の
定
改
金
料
◇

　

）
げ
上
き
引
（
定
改
金
料
道
水
る
い
て
し
討
検
で
点
時
現

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
い
つ
に
容
内
の

◇
方
え
考
の
定
改
金
料
◇

  

① 

急
、
し
慮
考
を
響
影
る
え
与
に
動
活
業
企
や
活
生
民
市

　
　

行
を
定
改
な
的
階
段
、
う
よ
い
な
ら
な
と
増
担
負
な
激

　
　

。
す
ま
い

  

② 

般
一
や
入
借
る
よ
に
債
業
企
、
て
し
と
置
措
和
緩
変
激

　
　

き
で
を
率
定
改
、
り
よ
に
ど
な
れ
入
り
繰
の
ら
か
計
会

　
　

。
す
ま
し
制
抑
り
限
る

  

③ 

時
定
改
、
し
用
活
を
金
資
る
す
有
保
で
計
会
業
事
道
水

　
　

。
す
ま
せ
ら
遅
り
限
る
き
で
を
期

  

④ 

げ
下
き
引
の
料
用
使
道
水
下
、
て
し
と
置
措
減
軽
担
負

　
　

。
す
ま
し
討
検
を

  

⑤ 

金
料
道
水
上
、
は
金
料
道
水
易
簡
の
区
地
泉
温
湖
笏
支

　
　

　
　

金
料
、
は
き
と
る
回
上
を
金
料
道
水
易
簡
が
金
料
道
水

　
　

。
す
ま
し
一
統
を

◇
し
直
見
の
系
体
金
料
◇

  

① 

り
よ
に
途
用
、
ど
な
用
場
浴
や
用
般
一
、
は
系
体
金
料

　
　

道
水
、
ら
か
」
制
金
料
別
途
用
「
る
め
定
を
金
料
本
基

　
　

　
　

。
す
ま
し
討
検
を
行
移
の
へ
」
制
金
料
別
径
口
「
る
め
定

  

※ 

額
資
投
備
設
ど
ほ
い
き
大
が
径
口
、
は
管
道
水

持
維
や

　
　

い
と
性
平
公
の
担
負
、
め
た
る
え
増
が
費
理
管

　
　

。
す
で
の
も
る
す
討
検
を
し
直
見
、
ら
か
点

  

② 

く
高
が
価
単
の
金
料
量
従
ど
ほ
る
な
く
多
が
量
水
用
使

　
　

。
す
ま
し
討
検
を
止
廃
の
」
制
増
逓
「
る
な

  

※ 

な
者
業
事
る
す
用
使
に
量
大
を
道
水
、
は
」
制
増
逓
「

　
　

価
安
は
に
者
用
使
量
少
の
ど
な
用
庭
家
、
く
高
は
に
ど

　
　

、
し
促
を
用
利
な
的
理
合
の
水
て
し
定
設
を
系
体
金
料
な

　
　

導
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
す
応
対
に
要
需
水
る
す
増
急

　
　

心
の
足
不
水
、
り
よ
に
保
確
の
源
水
、
が
た
し
ま
し
入

　
　

　
　

。
す
で
の
も
る
す
討
検
を
止
廃
、
ら
か
点

  

③ 

討
検
を
方
り
あ
の
」
金
料
本
基
「
と
」
制
量
水
本
基
「

　
　

。
す
ま
し

  

※ 

と
る
す
保
確
を
水
用
活
生
の
限
低
最
に
庭
家
の
て
べ
す

　
　

基
を
量
水
本
基
の
㎥
８
月
カ
１
、
き
づ
基
に
え
考
う
い

　
　

。
す
ま
い
て
し
定
設
て
し
と
金
料
本

　
　

増
が
帯
世
の
下
以
㎥
８
が
量
水
用
使
の
月
カ
１
、
年
近

　
　

料
本
基
「
と
」
量
水
本
基
「
て
め
改
、
り
あ
に
向
傾
加

　
　

。
す
で
の
も
る
す
討
検
て
い
つ
に
方
り
あ
の
」
金

◇
算
試
の
金
料
く
づ
基
に
案
定
改
◇

　

20

に
月
カ
１
が
）
下
以
㎜

20比
金
料
の
後
定
改
と
前
定
改
、
き
と
た
し
用
使
を
道
水
の
㎥

。
す
で
り
お
と
の
次
、
は
較

）
案
（
率
定
改
均
平
に
金
料
の
行
現、
は
）
案
（
定
改
の
こ
※

  

　

は
で
の
も
た
し
定
決
、
り
あ
で
安
目
た
し
算
試
て
じ
乗
を

　

。
ん
せ
ま
り
あ

　

）
げ
上
き
引
（
定
改
金
料
道
水
る
い
て
し
討
検
で
点
時
現

  

① 

10
月

　
　
　
　
　

討
検
の
系
体
金
料
な
た
新

  

② 

11

29

月
３
年

　

料
で
会
議
審
営
経
業
企
営
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
審
を
案
定
改
金

  

③ 

成
平

29

月
４
年

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
開
の
会
明
説
民
市
、
施

  

④ 

成
平

29

10
月　

続
手
正
改
例
条
の
で
会
議
市

  

⑤ 

成
平

30

　

施
実
金
料
新

）
ら
か
分
針
検
月
５
（

に
要
必
が
正
改
例
条
の
で
会
議
市
、
は
定
改
の
金
料
道
水
※

　

。
す
ま
り
な

る
き
で
け
届
お
を
水
い
し
い
お
で
全
安
も
で
ま
つ
い
◇　

◇
に
め
た
る
け
づ
つ
り
あ
で
道
水

　

と
段
一
も
営
経
、
い
伴
に
化
変
の
境
環
く
巻
り
取
を
道
水

を
来
将
ら
か
点
視
な
的
期
長
中
、
め
た
る
あ
に
況
状
い
し
厳

。
す
ま
り
あ
が
要
必
る
す
進
推
を
業
事
に
的
画
計、
て
え
据
見

　

分
を
し
通
見
の
来
将
と
状
現
の
業
事
道
水
、
は
で
局
道
水

を
像
想
理
き
べ
す
指
目
と
念
理
本
基
、
で
上
た
し
価
評
・
析

後
今
、
め
た
の
現
実
の
そ
、
げ
掲

10

具
の
業
事
道
水
の
間
年

。
た
し
ま
し
定
策
に
月
６
を
」
ン

　

安
を
水
い
し
い
お
で
全
安
も
で
つ
い
、
て
し
行
遂
に
実
着
を

。
す
ま
き
い
で
ん
組
り
取
う
よ
る
き
で
け
届
お
に
的
定

　

】
念
理
本
基
【

く
し
さ
や
、
を
水
い
し
い
お
す
ま
し
け
届
お

　
　
　
　
　
　

 

へ
来
未
と
然
自
す
ま
し
返

　

】
像
想
理
【　

　

」
続
持
「

　

道
水
る
す
続
持
り
た
わ
に
来
将

　
　

」
全
安
「

　

道
水
る
れ
さ
頼
信
で
全
安

　
　

　

道
水
い
強
に
害
災
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単年度損益額

赤字累積額

資金残高

利益積立金残高

◇
金
料
道
水
の
市
い
安
も
で
中
の
市
内
道
◇

　

８
成
平
、
き
除
を
正
改
の
率
税
費
消
、
は
金
料
道
水
の
市

ら
か
年

20

。
ん
せ
ま
い
て
し
は
げ
上
値
、
間
年

　

経
り
よ
に
ど
な
託
委
務
業
や
減
削
の
数
員
職
、
で
ま
れ
こ

。
た
し
ま
き
て
し
持
維
を
営
経
字
黒
、
め
高
を
率
効
営

　

を
道
水
に
月
カ
１
て
し
と
用
庭
家
、
は
フ
ラ
グ
の
左

20
㎥）

量
用
使
の
道
水
な
的
均
平
る
す
用
使
月
カ
１
が
庭
家
般
一
（

内
道
と
市
歳
千
、
き
と
た
し
用
使

34

た
し
較
比
を
金
料
の
市

。
す
で
の
も

　

内
道
、
在
現
、
は
金
料
道
水
の
市

35

ら
か
方
い
低
、
中
市

最
が
市
歳
千
と
る
せ
併
を
料
用
使
道
水
下
、
が
す
で
目
番
２

　

低
、
で
と
こ
る
げ
下
き
引
を
料
用
使
道
水
下
、
が
す
ま
い
ま

。
す
ま
い
て
え
考
と
る
き
で
持
維
を
準
水
い

◇
減
節
の
費
経
た
き
に
界
限
◇

　

の
額
多
、
は
に
る
す
理
管
持
維
を
設
施
道
水
た
し
化
朽
老

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
用
費

　

費
経
、
め
た
う
行
を
営
運
業
事
な
的
率
効
、
は
で
局
道
水

。
た
し
ま
き
て
め
進
を
み
組
り
取
な
ま
ざ
ま
さ、
ど
な
減
節
の

　

料
「、
」
合
統
織
組
の
業
事
道
水
下
と
業
事
道
水
「、
ば
え
例

を
員
職
り
よ
に
ど
な
」
託
委
間
民
の
ど
な
務
業
収
徴
金

43

か
人

ら
23

成
平
、
ど
な
る
す
減
削
に
人

12

ら
か
度
年

26

の
で
ま
度
年

15

約
で
間
年

22

。
た
し
ま
き
て
し
を
減
節
の
円
万
０
０
０
４
億

　

。
す
ま
い
て
き
に
界
限
、
は
で
け
だ
減
節
の
費
経
、
は

※道内他市の水道料金は、平成 28 年５月 1日現在。

道内他市との水道料金 20㎥あたりの比較（税込）

この記事のお問い合わせは、
　水道局総務課主査 (経営企画担当）
　　　　 ）通直（２５２３)42(　

公営企業経営審議会の様子

定
改
目
回
２

定
改
目
回
１

金
料
の
行
現

円
２
９
５
３

円
４
８
０
３

円
２
９
５
２

円
０
０
０
１
＋ ＋　

円
２
９
４

較
比
の
と
行
現

率
げ
上
き
引
の
ら
か
金
料
行
現

目
回
２

目
回
１

日
施
実成

平

34

日
１
月
４
年

成
平

30

日
１
月
４
年

38
・
64
％

16
・
50
％

19
・
00
％ 率
定
改
均
平

◇
…
が
界
限
も
に
し
崩
り
取
の
金
資
有
保
◇

　

わ
い
、
る
回
上
を
入
収
が
出
支
、
は
で
系
体
金
料
の
状
現

。
す
ま
れ
ま
込
見
が
と
こ
る
な
に
営
経
字
赤
る
ゆ

　

立
積
益
利
「
た
い
て
て
立
み
積
て
え
備
に
字
赤
、
は
面
当

。
す
ま
り
な
に
と
こ
る
す
積
累
が

　

も
金
資
の
営
運
業
事
、
で
と
こ
く
続
が
態
状
な
う
よ
の
こ

修
設
施
の
時
急
緊
や
済
返
の
金
入
借
、
い
ま
し
て
い
つ
を
底

給
供
の
水
道
水
た
し
定
安
、
ど
な
る
な
く
な
き
で
が
ど
な
繕

か
行
ち
立
が
営
運
の
の
も
の
そ
業
事
道
水
、
り
な
に
難
困
が

※平成 26 年度までは決算額、以降は見込額。

（税込）




